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国
土
交
通
省
で
は
、
道

路
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
の

行
う
大
規
模
な
修
繕
や
更

新
の
事
業
に
対
し
複
数
年

に
わ
た
り
集
中
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
度
よ
り
「
大
規
模
修
繕

・
更
新
補
助
制
度
」
を
創

設
し
た
。

今
回
、
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

長
寿
命
化
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
新
た
に
６
箇
所

（
修
繕
４
箇
所
、
更
新
２

箇
所
）
を
採
択
し
予
算
配

分
を
行
っ
た
。

ま
た
、
既
に
採
択
し
て

い
る
事
業
の
う
ち
、
３
箇

所
に
つ
い
て
追
加
の
予
算

配
分
を
行
っ
た
。

※
今
回
の
予
算
配
分
額

（
事
業
費
）：

８
億
円

（
参
考
）
前
回
予
算
配
分

ま
で
の
予
算
配
分
額：

32

億
円今

後
も
修
繕
事
業
へ
の

優
先
的
な
予
算
配
分
等
に

よ
る
地
方
公
共
団
体
の
老

朽
化
対
策
の
支
援
を
推
進

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
沼
津
Ｉ
Ｃ
の
間

で
、
高
速
道
路
上
を
渡
る
既
存

の
橋
の
撤
去
及
び
新
た
な
歩
道

橋
を
架
け
る
た
め
、
比
較
的
交

通
量
の
少
な
い
、
集
中
工
事
期

間
中
の
夜
間
時
間
帯
に
通
行
止

め
を
実
施
す
る
。

《
集
中
工
事
》

２
０
１
５
年
11
月
16
日(

月)

～

11
月
27
日(

金)

東
名
高
速
道
路
〔
東
京
Ｉ
Ｃ
～

沼
津
Ｉ
Ｃ
〕

①
11
月
16
日
（
月
）
０
時
～
11

月
20
日
（
金
）
24
時
ま
で

②
11
月
24
日
（
火
）
０
時
～
11

月
27
日
（
金
）
24
時
ま
で

※
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日

は
、
工
事
を
行
わ
な
い
。

《
夜
間
通
行
止
め
》

２
０
１
５
年
11
月
24
日(

火)

19

時
～
11
月
25
日(

水)

７
時

東
名
高
速
道
路
〔
御
殿
場
Ｊ
Ｃ

Ｔ
～
沼
津
Ｉ
Ｃ
〕

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
２
０
１

５
年
11
月
16
日
（
月
）
か
ら
11

月
27
日
（
金
）
ま
で
の
期
間

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
、

東
京
Ｉ
Ｃ
か
ら
沼
津
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
間
で
集
中
工
事
を
行
う
。

こ
の
工
事
で
は
、
安
全
性
向

上
３
カ
年
計
画
に
基
づ
き
、
ト

ン
ネ
ル
・
橋
梁
の
補
修
、
標
識

の
落
下
防
止
対
策
や
路
面
の
補

修
な
ど
を
昼
夜
連
続
車
線
規
制

に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
11
月
24

日(

火)

19
時
か
ら
11
月
25
日

(

水)

７
時
の
期
間
は
、
御
殿
場

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
、
安

全
を
何
よ
り
も
優
先
し
、
東
名

高
速
道
路
を
安
心
・
快
適
に
利

10
月
６
日
（
火
）
朝
、
東
京

都
内
の
中
央
官
庁
や
民
間
の
ビ

ル
に
勤
務
す
る
人
た
ち
や
地
元

町
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
歩
道
の
清
掃
が
行
わ
れ

た
。こ

の
取
組
み
は
、
平
成
７
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

21
回
目
と
な
る
今
年
も
、
国
土

交
通
省
、
同
関
東
地
方
整
備

局
、
東
京
都
、
千
代
田
区
、
港

区
及
び
東
京
地
下
鉄
（
株
）
が

協
力
し
、
周
辺
で
勤
務
す
る
方

々
等
へ
参
加
の
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
１
，
０
０
０
人
を
超
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
っ

た
。当

日
は
、
晴
天
17
℃
と
い
う

爽
や
か
な
天
気
の
下
、
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
、
枯

葉
、
銀
杏
な
ど
、
延
長
約
10
㎞

の
歩
道
を
清
掃
し
た
。

喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
茅
ヶ
崎
海

岸
ま
で
の
所
要
時
間
が
、
約
１

４
０
分
か
ら
約
85
分
に
短
縮
す

る
。
（
約
55
分
短
縮
）
都
心
の

渋
滞
を
回
避
で
き
、
定
時
性
も

向
上
す
る
。

③
新
た
な
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
観
光
交
流
の
活
性

化
が
期
待

▽
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
湘
南
・
鎌
倉
周
辺
が
よ

り
身
近
に
な
る
。

▽
圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
、
久

て
い
る
。

▽
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
配
送

体
制
の
効
率
化
な
ど
、
企
業
の

活
性
化
に
寄
与
。

地
域
の
新
規
立
地
が
10
年
で
４

６
２
件
と
な
り
、
新
規
雇
用
が

増
え
る
な
ど
、
民
需
拡
大
・
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
っ

▽
日
本
の
経
済
活

動
の
根
幹
を
担
う

大
動
脈
で
あ
る
東

名
高
速
・
中
央
道

・
関
越
道
・
東
北

道
が
直
結
し
、
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
、

日
本
経
済
の
循
環

を
支
え
る
。

▽
関
西
・
中
部
方

面
～
東
北
方
面
間

の
輸
送
は
、
混
雑

す
る
東
京
都
心
を

通
過
せ
ず
に
圏
央

道
経
由
の
ル
ー
ト

が
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
輸
送

時
間
の
短
縮
が
期

待
さ
れ
る
。

②
企
業
立
地
を
促
進
し
、
雇
用

や
投
資
が
増
加

▽
埼
玉
県
で
は
、
圏
央
道
沿
線

開
通
す
る
。

圏
央
道
は
、
首
都
圏
の
道
路

交
通
の
円
滑
化
、
沿
線
都
市
間

の
連
絡
強
化
等
を
目
的
と
し

た
、
都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ
40

～
60
㎞
の
位
置
に
計
画
さ
れ
て

い
る
総
延
長
約
３
０
０
㎞
の
環

状
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
現

在
ま
で
に
約
２
３
０
㎞
が
開
通

し
て
い
る
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
東
名

か
ら
東
北
道
ま
で
が
つ
な
が

り
、
企
業
活
動
や
観
光
活
性
化

を
支
援
す
る
ス
ト
ッ
ク
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

【
開
通
日
】

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）

【
開
通
区
間
】

圏
央
道
（
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
～
白

岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
）
／
10
・
８
㎞

【
開
通
効
果
】

①
日
本
の
大
動
脈
が
直
結
、
日

本
経
済
を
支
援

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）
の
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ

か
ら
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
の
延
長
10

・
８
㎞
が
10
月
31
日
（
土
）
に

活
道
路
を
通
過
し
て
い
た
自
動
車
を
整
備

の
進
ん
だ
高
速
道
路
へ
誘
導
し
、
高
速
道

路
等
の
利
用
率
が
上
が
っ
て
生
活
道
路
の

自
動
車
交
通
量
を
減
ら
す
こ
と
が
出
き
れ

ば
交
通
事
故
の
削
減
が
大
き
く
期
待
で
き

る
。近

年
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
よ
り
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
速
度
、
急
ブ
レ
ー

キ
な
ど
の
プ
ロ
ー
ブ
情
報
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
区
間
ご
と
の
事

故
率
に
よ
る
分
析
に
加
え
、
多
く
の
自
動

車
が
ど
こ
で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
か

（
急
ブ
レ
ー
キ
位
置
情
報
）
等
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
故
の
多
発

す
る
可
能
性
の
高
い
潜
在
的
な
危
険
箇
所

を
特
定
し
、
そ
の
箇
所
に
対
策
を
施
せ

ば
、
効
率
的
に
道
路
の
安
全
性
を
高
め
て

い
け
る
。

次
期
交
通
安
全
基
本
計
画
は
、
こ
れ
ま

で
の
交
通
安
全
対
策
に
加
え
、
道
路
を
賢

く
使
い
、
先
進
的
な
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
世
界
一
安
全
な
道

路
交
通
の
実
現
を
目
指
し
、
最
終
的
に

は
、
交
通
事
故
の
無
い
社
会
を
実
現
し
て

欲
し
い
。

く
、
更
に
、
電
柱
や
駐
車
車
両
が
多
く
歩

行
者
や
自
転
車
の
通
行
を
阻
ん
で
い
る
の

も
一
因
で
あ
る
。
生
活
道
路
に
お
け
る
交

通
安
全
対
策
が
交
通
事
故
の
減
少
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方

で
高
速
道
路
な
ど
の
安
全
性
の
高
い
道
路

の
利
用
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
速

道
路
は
、
死
傷
事

故
率
が
一
般
道
路

に
比
べ
て
約
10
分

の
１
と
極
め
て
安

全
な
道
路
と
言
え

る
。
高
速
道
路
の

利
用
状
況
を
主
な

欧
米
諸
国
諸
と
比

較
す
る
と
、
そ
の

利
用
率
は
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
は
30
％
を

超
え
る
が
、
日
本

は
16
％
と
こ
れ
ら

の
国
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
る
。
日
本
も
近

年
、
首
都
圏
３
環
状
道
路
を
始
め
と
す
る

高
速
道
路
等
の
整
備
が
進
展
し
て
き
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
首
都
圏
３
環
状
道
路

は
、
平
成
16
年
に
は
約
３
割
で
あ
っ
た
整

備
率
が
、
平
成
26
年
に
は
約
７
割
ま
で
進

展
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
付
近
の
生

者
数
は
先
進
７
カ
国
中
最
下
位
で
あ
る
。

そ
の
死
者
数
は
、
全
交
通
事
故
死
者
数
の

半
数
を
占
め
、
さ
ら
に
そ
の
半
数
は
自
宅

か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
身
近
な
道

路
、
い
わ
ゆ
る
生
活
道
路
で
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
本
来
幹
線
道
路
を
通
行
す

る
は
ず
の
通
過
の
た
め
の
自
動
車
が
渋
滞

等
を
避
け
る
た
め
に
生
活
道
路
に
多
く
進

入
し
、
生
活
道
路
に
お
け
る
自
動
車
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
都
市
構
造
は
、
欧

米
に
比
べ
る
と
、
小
規
模
の
住
宅
が
密
集

し
街
区
の
道
路
も
狭
く
入
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
た
め
、
道
路
は
見
通
し
が
悪

は
、
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
あ
ら
ゆ
る
政

策
の
中
で
最
も
効
果
を
上
げ
た
も
の
の
一

つ
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
平
成
26
年
の
死
者
数
は
４
，
１

１
３
人
で
あ
り
、
平
成

年
度
ま
で
に

３
，
０
０
０
人
以
下
と
す
る
目
標
と
は
ま

だ
ま
だ
乖
離
が
あ
る
。
今
の
ま
ま
で
死
亡

者
数
が
推
移
す
る

と
目
標
の
達
成
は

難
し
そ
う
だ
。
死

亡
者
数
の
減
少
幅

は
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
死
者
数
が
減

り
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
死

者
数
の
減
少
幅
が

縮
小
し
て
い
る
背

景
と
し
て
は
。
①

高
齢
者
人
口
の
増

加
、
②
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
率
の
頭

打
ち
、
③
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の

下
げ
止
ま
り
等
が
言
わ
れ
て
い
る
。
特

に
高
齢
化
社
会
が
進
展
し
て
い
く
中
今

後
も
一
層
の
高
齢
者
対
策
が
望
ま
れ
る
。

日
本
は
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
の
少

な
さ
で
は
先
進
７
カ
国
中
ト
ッ
プ
で
あ
る

が
、
一
方
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
死

政
府
は
現
在
、
平
成
28

年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
交

通
安
全
基
本
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。
現
計
画
で
あ

る
第
９
次
交
通
安
全
基
本
計
画
で
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
に
年
間
の
24
時
間
死
者
数

を
３
，
０
０
０
人
以
下
、
死
傷
者
数
を
70

万
人
以
下
と
す
る
こ
と
を
数
値
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。

昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
半
ば
頃

ま
で
、
道
路
交
通
事
故
の
死
傷
者
数
が
著

し
く
増
加
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
、
交

通
安
全
の
確
保
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
昭
和
46
年
度
以

降
、
９
次
に
わ
た
る
交
通
安
全
基
本
計
画

を
作
成
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係

民
間
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
26
年
の
交

通
事
故
死
者
数
は
４
，
１
１
３
人
と
な
り

14
年
連
続
で
減
少
し
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和

45
年：

１
万
６
，
７
６
５
人
）
の
４
分
の

１
以
下
と
な
っ
た
。
交
通
事
故
発
生
件
数

及
び
負
傷
者
数
も
10
年
連
続
で
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
民
間
団
体
の
み
な
ら
ず
、
国
民

を
挙
げ
た
長
年
に
わ
た
る
努
力
の
成
果
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
交
通
安
全
対
策

次
期
交
通
安
全

基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

今回開通区間の位置図
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